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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月19日(2019.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、特許文献２に記載の浴槽用手摺りでは、浴槽外壁の上部リム部のみを押圧する押
圧板の押圧部分の中心と、浴槽内壁を押圧板よりも下方領域を押圧する押圧受け板の押圧
部分の中心とはそれぞれ上下方向に偏心しているため、浴槽用手摺りには浴槽側壁の内外
方向に傾転させるモーメントが生じることになる。このため、特許文献２に記載に記載さ
れた浴槽用手摺りの場合は、取り付ける浴槽の形式に拠らず、常に浴槽用手摺りの傾転を
防止するために脚部を取り付けなければならず、構造や取付け作業が複雑になるという問
題があった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　一方、浴槽用手摺りを取付け際に手摺りが浴槽側壁から離間してしまうという問題や手
摺りの取付け位置の位置ズレや位置ズレに起因する応力が発生するという問題については
、例えば特開２０００-３３６８８２号公報（特許文献３）に記載されているように、洗
い場側に配置される手摺りは浴槽側壁の上に直置きされる側壁載置フレームに取り付け、
押圧板は、手摺りとは反対側の浴槽側に配置される連結フレームに進退可能に取り付ける
ことにより上記の問題を解決した浴槽用手摺りが提供されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明では、ブロックを、着脱可能に積層された同一又は異なる厚みのサブブロックか
ら構成することもできる。ブロックが、積層された異なる厚みのサブブロックから構成さ
れていると、サブブロックの積層数や積層するサブブロックの組み合わせを変えることに
より、当接部の全部領域又は一部領域を様々な厚みに変更することができる。その結果、
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浴槽側壁が様々な凹凸の段差を有している場合においても、当接部を、該段差の凹凸に追
従させて当接させることができるようにもなれば、該段差の凹凸に合わせて局部的に当接
させることができるようにもなる。また、サブブロックを薄い板状の部品として構成すれ
ば、当接部の厚みを細かく調節できるようにもなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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